
少ない照射回数で高い効果を得られる（治療室イメージ）

年５月の開設を予定（「サガハイマット」外観）

建設が進む「サガハイマット」の加速器

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
１
位
で
、
二
人
に
一
人
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が

ん
。
そ
の
が
ん
に
対
し
て
最
先
端
の
治
療
を
行
う
施
設
の
建
設
が
佐
賀
県
鳥
栖
市
で

進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
従
来
の
放
射
線
治
療
に
比
べ
が
ん
殺
傷
効
果
は
２
―
３
倍

と
言
わ
れ
る
治
療
が
行
わ
れ
る
。
基
本
的
に
手
術
も
入
院
も
不
要
。
痛
み
は
な
く
副

作
用
は
少
な
い
。
九
州
は
が
ん
で
の
死
亡
率
が
高
く
、
全
県
で
全
国
平
均
を
上
回

る
。
鳥
栖
市
は
九
州
の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
だ
け
に
九
州
全
体
の
が
ん
医
療
に
好
影

響
を
及
ぼ
し
そ
う
だ
。

　
施
設
の
名
称
は
「
九
州
国
際

重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ

ー
」
。
「
鳥
栖
に
あ
る
佐
賀
の

重
粒
子
イ
オ
ン
医
療
用
加
速
器

施
設
」
の
英
訳
の
頭
文
字
か
ら

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
　
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ

サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト

」
の
愛

称
が
あ
る
。
場
所
は
九
州
新
幹

線
の
新
鳥
栖
駅
前
。
博
多
駅
か

ら

分
程
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
２
０
１
３
年
５
月
の
開
設

予
定
で
建
設
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
が
ん
の
治
療
法
は
大
ま
か
に

手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療

法
に
分
け
ら
れ
る
。
重
粒
子
線

は
放
射
線
の
一
種
。
そ
の
た
め

重
粒
子
線
療
法
は
放
射
線
療
法

の
一
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
千
葉

県
に
あ
る
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
で
は

年
以
来
、
６
０
０

０
件
以
上
の
治
療
実
績
が
あ
る

治
療
法
だ
。

　
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
の
重
粒
子

線
は
炭
素
イ
オ
ン
粒
子
を
光
の

速
さ
の
約

％
ま
で
に
加
速
し

た
も
の
。
加
速
す
る
こ
と
で
体

内
奥
深
く
の
が
ん
細
胞
を
、
い

わ
ば
狙
い
撃
ち
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
重
粒
子
線
を
使
っ
た

同
様
の
施
設
は
全
国
に
３
カ
所

あ
る
が
九
州
で
は
初
め
て
だ
。

　
従
来
の
放
射
線
療
法
と
の
最

も
大
き
な
違
い
は
効
果
の
高
さ

だ
。
エ
ッ
ク
ス
線
や
ガ
ン
マ
線

は
照
射
後
、
体
内
に
入
っ
た
直

後
か
ら
弱
ま
る
。
一
方
で
重
粒

子
線
は
体
の
一
定
の
深
さ
で
強

く
な
る
。
こ
の
特
徴
に
よ
っ
て

が
ん
細
胞
周
辺
の
正
常
細
胞
へ

の
影
響
を
抑
え
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
強
い
能
力
を
発
揮
す
る
。

効
果
が
高
い
こ
と
で
照
射
回
数

が
少
な
く
済
み
、
治
療
期
間
が

短
期
間
と
な
る
。
サ
ガ
ハ
イ
マ

ッ
ト
を
運
営
す
る
佐
賀
国
際
重

粒
子
線
が
ん
治
療
財
団

佐
賀

県
鳥
栖
市

の
北
村
信
専
務
理

事
は
「
普
段
の
生
活
を
送
り
な

が
ら
治
療
が
で
き
る
」
と
話

す
。

　
重
粒
子
線
治
療
は
平
均
３
０

０
万
円
程
度
の
費
用
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
先
進
医
療
。
た

だ
し
先
進
医
療
特
約
な
ど
が
あ

る
保
険
が
多
数
販
売
さ
れ
て
お

り
、
加
入
し
て
い
れ
ば
全
額
を

カ
バ
ー
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

　
九
州
内
の
患
者
の
治
療
を
想

定
し
て
い
る
が
実
際
は
西
日
本

一
帯
の
患
者
が
治
療
に
来
る
可

能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
サ
ガ

ハ
イ
マ
ッ
ト
の
隣
接
地
に
は
ホ

テ
ル
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
施
設
の
名
称
に
「
国

際
」
が
付
く
こ
と
が
示
す
よ
う

に
海
外
か
ら
の
患
者
受
け
入
れ

も
想
定
す
る
。
た
だ
し
当
面
は

国
内
患
者
の
受
け
入
れ
に
注
力

す
る
方
針
。
北
村
専
務
理
事
は

「
ま
ず
は
九
州
の
患
者
さ
ん
を

し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
に
力

を
注
ぎ
た
い
。
軌
道
に
乗
れ
ば

海
外
か
ら
の
治
療
受
け
入
れ
も

あ
り
え
る
」
と
話
し
て
い
る
。

―
九
州
初
、
整
備
が
進
む
先
端
治
療
施
設

「がん」に勝つ
　
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
で
治
療
を

受
け
る
に
は
他
の
病
院
で
が
ん

と
診
断
さ
れ
告
知
を
受
け
て
い

る
こ
と
な
ど
が
条
件
と
な
る
。

九
州
・
山
口
と
沖
縄
の
大
学
病

院
に
あ
る
放
射
線
科
に
は
重
粒

子
線
治
療
相
談
窓
口
の
設
置
を

呼
び
か
け
て
い
く
計
画
だ
。
九

州
大
学
に
は
既
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
鳥
栖
市
に
近
い
福
岡
県

久
留
米
市
の
久
留
米
大
学
と
、

佐
賀
大
学
に
は

年
度
内
に
開

設
さ
れ
る
計
画
だ
。

　
治
療
の
対
象
と
な
る
が
ん
は

一
つ
の
部
位
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
固
形
の
も
の
。
肺
が
ん
、
肝

臓
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
す
い

臓
が
ん
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

従
来
の
放
射
線
治
療
が
難
し
か

っ
た
骨
肉
腫
や
骨
の
周
辺
に
で

き
る
が
ん
に
も
有
効
だ
。
臨
床

試
験
中
で
は
、
脳
腫
瘍
、
食
道

が
ん
、
子
宮
が
ん
が
あ
る
。

　
一
方
で
白
血
病
な
ど
血
液
の

が
ん
や
広
範
囲
な
転
移
が
あ
る

が
ん
、
過
去
に
放
射
線
治
療
を

受
け
て
い
る
が
ん
、
胃
が
ん
や

大
腸
が
ん
な
ど
不
規
則
に
動
く

臓
器
の
が
ん
は
対
象
と
な
ら
な

い
。

　
治
療
が
決
ま
る
と
照
射
中
に

体
を
固
定
す
る
装
具
を
製
作
し

て
治
療
に
入
る
。
正
確
に
が
ん

に
照
射
す
る
た
め
、
本
番
の
前

に
照
射
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行

う
。

　
照
射
は
正
確
に
行
う
た
め

―

分
の
位
置
合
わ
せ
を
し
て

か
ら
実
施
す
る
。
実
際
の
照
射

は
１
分
程
度
。
照
射
は
１
日
１

回
で
毎
日
行
う
。
例
え
ば
肝
が

ん
で
は
従
来
の
放
射
線
治
療
の

５
分
の
１
の
２
―
４
回
で
済

む
。
肺
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
で

も
回
数
は
半
分
以
下
と
な
る
。

◆治療難しかったがんが対象

◆重粒子線治療の拠点

◆がん細胞を狙い撃ち

　　 　　２０１２年 平成２４年 　　秋季号 （第２部） 　　 （ ）


